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１．研修の概要 

 

（１）目 的 

自主防災活動の指導的立場にある者を対象として、防災に関する知識、技能等を習得し、

地域の防災意識向上や自主防災活動の活性化を図る。 

 

（２）主催・後援 

主催：島根県、一般財団法人日本防火・防災協会 

  後援：総務省消防庁 

 

（３）日時・会場 

  日時：１１月２５日（土） ９時３０分から１７時００分 

     １１月２６日（日）１０時００分から１６時３０分 

  場所：県松江合同庁舎 ２階 講堂（松江市東津田町１７４１－１） 

 

（４）研修内容 

２．研修日程のとおり 

 

（５）研修参加者 ３３名（２日間参加した者の数） 

３．参加者名簿のとおり 

・自主防災組織構成員 

・自治会関係者 他 

   



２.研修日程 
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令和５年度_島根県自主防災組織リーダー研修会 ＜日程表＞ 
 

令和５年１１月２５日（土） 【１日目】 

 

 

令和５年１１月２６日（日） 【２日目】  

時  間 項  目 講  師 

09:15 ～09:30 15 分 受付 

09:30 ～09:40 10 分 主催者あいさつ 島根県防災部防災危機管理課 

9:40 ～10:40 60 分 [講義]文献から見る災害史 

島根県教育庁文化財課世界遺産室 

石見銀山世界遺産センター駐在 

倉恒 康一 専門研究員 

10:50 ～11:30 40 分 
[事例発表] 

自主防災組織の活動 

河内自治会（自主防災組織） 

村木 勝也 事務局長 

11:30 ～12:30 60 分 昼休憩 

12：30 ～14:00 90 分 

[講義]「洪水・土砂災害は

起こりうることが、起こり

うる場所で」 

静岡大学防災総合センター 

牛山 素行 教授 

14:10 ～15:40 90 分 

[講義・ワークショップ] 

「男女共同参画の視点で考

える地域の防災・減災」 

特定非営利活動法人 

ＮＰＯ政策研究所 

相川 康子 専務理事 

15:50 ～16：50 60 分 
[講義]防災気象情報の利活

用について 
松江地方気象台 熊谷達也 次長 

16：50 ～17:00 10 分 事務連絡 島根県防災部防災危機管理課 

時  間 項  目 講  師 

09:30 ～10：00 30 分 受付 

10:00 ～10:10 10 分 事務連絡 島根県防災部防災危機管理課 

10：10 ～11:40 90 分 

 

[講義] 

「地域防災の考え方、すすめ方」 

 

山口大学大学院 

瀧本 浩一 准教授 

11:40 ～15:50 250 分 

 

[演習] 

まちあるき・災害図上訓練 

（昼食休憩含む） 

 

山口大学大学院 

瀧本 浩一 准教授 

減災研究会 

岩本 憲治 様 

16:00 ～16:30 30 分 閉講式 島根県防災部防災危機管理課 



- 5 - 
 

４．研修の実施状況 

（１）講義「文献から見る災害史 -浜田地震の被害- 」 

島根県教育庁文化財課 専門研究員 倉恒 康一 様 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）事例発表「自治会活動が防災活動」    
浜田市三隅町河内自治会 事務局 村木 勝也 様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

【講義内容】 
 島根県内で発生した、有史以来最大の地震で 
ある「浜田地震」の被害を中心に、過去の災害

を学び、今後発生する地震への備えや心構えに

ついて考えた。 
 
 

【講義内容】 
 自治会活動が防災活動につながるということ

をテーマに、事例発表が行われた。 
 県内の先進事例を紹介するとともに、参加者か

ら講師に質疑応答を行う時間を設け、自主防災

活動のヒントを得られるような機会となった。 
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（３）講義「洪水・土砂災害は起こりうることが、起こりうる場所で」 

静岡大学 防災総合センター 教授 牛山 素行 様 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）講義・ワークショップ「男女共同参画の視点で考える地域の防災・減災」 

特定非営利活動法人 ＮＰＯ政策研究所 専務理事 相川 康子 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義内容】 
 増水した河川等の危険性について解説され、 
避難所へ避難することだけが命を守るための

行動ではないとの助言があった。 
また、ハザードマップ上で安全・危険な箇所を

点として見ることの危険性についても言及が

あった。 

【講義内容】 
 性別によって役割を決めつけることなく、分野

や可能性を狭めないことが重要であることが

解説された。 
多様な人が参画し、皆で知恵を出し合える仕組

みづくりについて、ワークショップを通して参

加者同士の意見を共有した。 
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（５）講義「防災気象情報の利活用について」 

松江地方気象台 次長 熊谷 達也 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）講義「地域防災の考え方、すすめ方」    

（７）演習「まち歩き・災害図上訓練（ＤＩＧ）」 

山口大学大学院 瀧本 浩一 様 / 減災研究会 岩本 憲治 様 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講義内容】 
 気象庁が発表する防災気象情報について解説

された。 
 また、各種ホームページへのアクセス方法も紹

介され、避難行動につなげるための情報の利活

用について学んだ。 

【講義内容】 
 自主防災組織の役割を中心に、地域で行う防災

活動について、解説や事例紹介が行われた。 
 午後には、会場周辺の白地図をグループごとに

囲み、ハザードマップの落とし込みやまちある

きを行って気付いた危険箇所などを見える化

する災害図上訓練を行った。 



５．アンケート集計結果 （33名中/32名回答）

【１１月２５日（土）】

講義「文献から見る災害史」 島根県教育庁文化財課　倉恒　康一　様

事例発表「自治会活動が防災活動」　 浜田市三隅町河内自治会　事務局　村木　勝也　様

講義「洪水・土砂災害は起こりうることが、起こりうる場所で」
静岡大学　防災総合センター　教授　牛山　素行　様

講義・ワークショップ「男女共同参画の視点で考える地域の防災・減災」
特定非営利活動法人　NPO政策研究所　専務理事　相川　康子　様

・災害により暮らしが脅かされた集落が衰退してしまうのは、今も昔も変わらないと

感じた。そうならないためにも、防災は必要だと感じた。

・防災や災害を考えるにあたり、新しい視点を得ることができた。

・昔の人の被災経験（日記）を読み解く内容がおもしろかった。

・災害に対して、古い時代の人々も、現代人と同様に恐怖を感じながらも、知恵で乗

り越えてきたことに思いを馳せることができた。

・災害に起因する液状化の影響やインフラの破壊、天然ダムの形成による遅れて発生

する災害など、今につながる内容で参考になった。

・防災活動を前面に出さず、自治会活動を通して防災につなげる考えがとても参考に

なった。

・防災は一日にして成らないため、続けていかなければいけないと感じた。そのために

は、体力も知識も必要である。

・地域の実態に合わせて、住民を巻き込む工夫をされていることが分かった。

・事例発表のように、市町村からの補助金をうまく活用していきたい。

・分かりやすい内容で、参考にしたいことばかりだった。

・講師の行動力に感服した。

・避難のタイミングによって災害になってしまうことがあると分かった。ハザードマッ

プの確認だけでは、安全だと過信してしまうので、普段の生活から危険箇所を意識しな

ければいけない。

・情報を正しく使う方法を知っていなければ、誤った行動をしてしまうことが分かっ

た。

・講義でもあったように、あらかじめ災害が危惧される、災害が発生しやすい地域があ

ると思う。災害が起きないようにするための対策について、行政とも話をしながら進め

ていきたい。

・目から鱗のお話だった。自分が誤った解釈をしていたことが分かった。

・自主防災組織の女性役員の参加が少ない現状の中で、講義を聞いてヒントを得ること

ができた。

・女性が発言しやすい体制づくりから始めていきたい。

・人口減少や高齢化に伴い、「自助」が難しくなっている。女性も参加しやすい、提案

しやすい防災の取り組みを今後増やしていく必要があると感じた。

・「女性が安心できる避難所運営」について、今後の自主防災訓練の講目に入れていき

たい。

・男女の隔たりなく、自分から行動できる人を育てることが大切であると感じた。

・フェーズフリーの防災アイディアがとても参考になった。

1

3

9

13

6

30歳代以下 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上

＜年齢別 参加者数＞

17

7

1

3
4

自主防災組織 自治会等 行政 その他 無回答

＜所属別人数＞

15

13

4

持っている 持っていない 無回答

＜防災士資格＞

15.7%

53.1%

28.1%

3.1% とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

40.7%

53.1%

3.1% 3.1%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

15.7%

53.1%

28.1%

0%

3.1%

40.6%

53.1%

3.1%

0%

3.1%

43.8%

43.8%

12.4%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答
0%

0%

43.8%

43.8%

12.4%

37.5%

43.8%

18.7%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

37.5%

43.8%

18.7%

0%

0%
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講義「防災気象情報の利活用について」

松江地方気象台　次長　熊谷　達也　様

【１１月２６日（日）】

講義「地域防災の考え方、すすめ方」　 山口大学大学院　准教授　瀧本　浩一　様　／　減災研究会　岩本　様

演習「まち歩き・災害図上訓練」　 山口大学大学院　准教授　瀧本　浩一　様　／　減災研究会　岩本　様

【研修全般に対する意見・感想】

・自分自身もスマートフォンを利活用できていないことが分かった。地域の高齢者への

伝達方法も考えていきたい。

・地震・津波情報の時系列など、資料が分かりやすかった。

・講義を通して、普段、言葉だけを知っていることが明確になった。

・気象の専門家から直接話を聞ける機会は少ないので、良い機会だった。

・気象情報を避難行動につなげていきたい。

・防災気象情報の多さに驚いたが、情報をどう活用するか、共有できるか検討していき

たい。

・大雨が予想される時や、台風接近時に気象庁ホームページを確認してみたい。

・普段生活している地域を見直すきっかけをもらった。

・要支援者の本音に迫るような話を聞くことができた。

・ハードルを高くし過ぎないように意識して、地域の活動に組み込んでいく方法を考え

てみたい。

・地域の人に防災の必要性を伝える前に、まずは自分自身が取り組まなければならない

と感じた。災害が発生することを前提に、発生する前にできることはたくさんあると感

じた。

・先生が本音で話をされるので、納得できる点が多かった。

・防災が減災につながることが分かった。

・自主防災組織のリーダーという視点に立った研修内容はとても勉強になった。

・被災経験があり、防災に興味を持っていたので参加した。大変勉強になった。

・組織をいざというときに機能するものにしていかなければいけないと危機感を感じ

た。

・自主防災組織としてやらなければいけないことを問題提起してもらえた内容であっ

た。

・自主防災組織の実情に沿った内容であった。

・防災士の資格を持っているが、各専門家の講話を聞き、考え方や知識を習得できたこ

とは有意義だった。

・2日間の日程は負担を感じる。

・実際にまちを歩くことにより、危険な場所や役立つ施設があることが分かった。また

それを持ち帰り、地図に落とすことにより見える化できたことで理解が進んだ。とても

有意義であった。

・今回の講義でやったDIGを自治会でもやってみたい。

・先生が例示されたことを参考に、自分がリーダーとなってやってみたい。

・実際に経験したことでやる気が起きた。

・現場に行って、自分の目で見ることの大切さを学ぶことができた。

28.1%

46.9%

18.8%

6.2%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

28.1%

46.9%

18.8%

0%

6.2%

56.3%
34.4%

9.3%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

56.3%

34.4%

0%

0%

9.3%

56.3%28.1%

3.1% 12.5%
とても参考になった

参考になった

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

56.3%

28.1%

3.1%

0%

12.5%

71.9%

15.6%

3.1% 9.4%
大変役に立った

やや役に立った

ふつう

あまり参考にならなかった

無回答

71.9%

15.6%

3.1%

0%

9.4%
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